
「中津川小学校の横瀬棒踊り伝承活動の取組」 

 

１ 学校名  

  霧島市立中津川小学校 

 

２ 学年・人数   

  ３年生 ２人，４年生 ３人，５年生 ４人，６年生 ３人（計 12 人） 

 

３ 日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所   

令和３年８月２日 出校日：学級活動の時間（本校体育館）  

令和３年８月20日 出校日：学級活動の時間（本校体育館）  

令和３年９月６日 総合的な学習の時間 （本校体育館）【保存会６人】  

令和３年９月13日 総合的な学習の時間 （本校体育館）【保存会４人】 

令和３年９月17日 ナイター練習18：00～（本校体育館）【保存会４人】  

⑵ 発表の日時・場所   

令和３年９月25日 保育園・地区自治公民館合同秋季運動会（本校校庭） 

 

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能，伝統行事について 

⑴ 名称   

横瀬棒踊り（よこせぼうおどり）  

⑵ 由来  

   横瀬棒踊りの起源は江戸時代中期，摂津国の大社の祭司が霧島神宮改築の

時に奉納した踊りといわれている。それを明治初期に横瀬地区の有志が五穀

豊穣を祈願するために伝承，奉納していたが，青年層の減少により途絶えた

ため平成 10 年に保存会・後援会を組織し，現在に至る。 

⑶ 構成等 

踊り手 18 人（６人を１組とする），歌い手４人で構成され，白はちまき，

ゆかた，白ももひき，わらじ，たすき掛けで五色の幟を立てて踊る。踊り手

が鎌，木刀を勢いよく打ち合わせる音は厄を払い，無病息災・五穀豊穣を祈

るためと伝えられている。  

 

５ 保存会や地域との連携の具体  

  平成 10 年に組織された保存会と連携し，平成 14 年から学校での教育活動

の一環として伝承活動に取り組んでいる。また，平成 28 年度に「かごしま地

域塾」として登録し，平成 30 年度には優れた地域塾として認証された。 

具体的な活動としては，３年生以上の児童が総合的な学習の時間に保存会の

方々の指導を受けながら，棒踊りの起源・由来や踊りの所作等について学習す

る。年間３～４回の練習，大運動会等，発表の場では保存会，保護者の協力を

得て道具の準備，着付けを行っている。 

 

６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点 

  地域に伝わる郷土芸能「横瀬棒踊り」を教育活動の一環として活用すること

で地域への誇りや愛着，年長者への尊敬・感謝の念を育てることができると考



える。具体的な取組の工夫として以下の点が挙げられる。 

 ・ 年長者から年少者への伝承・・・上級生が下級生に教える場の設定 

 ・ 郷土芸能を広く知らせる場の設定・・・各種イベント等での披露 

 ・ 学校ホームページに「Ｒ１.10.５に放映されたＭＢＣ番組ふるさとかごし

ま－ふるさとを見つめ，ふるさとを学ぶ！～かごしま地域塾～」の紹介動画

を視聴できるようにしている。 

    

７ 取組の様子（練習状況，発表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

【保存会メンバーによる指導】  【着付け指導後のナイター練習】 

     

 

 

 

 

 

 

         

【合同運動会での発表】 

 

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教員等の感想・意見 

【６年生児童】 

 これまで続いている伝統を守っていくために，これからも下の学年に自分た

ちが学んだこと，経験したことをしっかりとつないでいきたい。 

【教職員】 

 伝統行事が残っているのは素晴らしいこと。これからもつながっていけるよ

う，子供たちに棒踊りを通して「地域を愛する心」「学校を愛する心」を学ん

でいってほしい。６人１組で踊るため，児童数減により年々難しい。 

【保存会代表】 

 年々，少子化が進んでくるため踊りの担い手が減っていくことを実感してい

る。小学校の授業の一環として取り組んでいることが貴重な文化財の伝承につ

ながっているが，地域がどこまで関わればよいのか試行錯誤しながら取り組ん

でいる。保存会のメンバーも高齢化してきているので，子供たちに教える次の

世代を確保することが今後の課題である。 


